論文の表題をお書きください
――ここに論文の副題をお書きください

	　氏　名（投稿時はこのままに）　　


1. はじめに
　この文書は、日本英文学会中部支部が編集する学会誌『中部英文学』（Central Japan English Studies）投稿論文用のテンプレートです。投稿論文作成の際には、このテンプレートをそのままご使用ください。
　『中部英文学』は、日本英文学会が発行する『英文学研究 支部統合号』（Studies in English Literature: Regional Branches Combined Issue）の一部として発行されます。

　このテンプレートの作成にあたっては、同じ『英文学研究 支部統合号』の一部として発行される『東北英文学研究』（Tohoku Review of English Literature）の投稿論文用テンプレートを、大いに参考にさせていただきました。この場を借りて、『東北英文学研究』編集委員会の皆様に厚く御礼申し上げます。
2. 判型やフォントなど

　判型はB5判2段組みです。日本語の書式は22字×52行×2段で、1ページ当たりの字数は2288字です。英語の場合も同じ書式をお使いください。
　本文の日本語フォントにはMS明朝、英語フォントにはTimes New Romanをご使用ください。本文のフォントサイズは9ポイントです。
　小見出しの日本語フォントにはMSゴシック、英語フォントにはTimes New Romanの太字（bold）をご使用ください。小見出しのフォントサイズは10ポイントです。
　4行を超える長い引用文については、以下の例のように字下げをしてブロック引用をしてください。 
A quotation that runs more than four lines in your prose should be set off from the text as a block indented half an inch from the left margin. Do not indent the first line an extra amount or add quotation marks not present in the source.  (Modern Language Association 343) 

　図を使用する場合は、本文中に画像として組み込んでください。表に関してはワードの表作成機能を使って作成していただいてかまいませんが、標準フォント以外のフォントを使用している場合や、版組みのさいにズレが出るおそれのある複雑な表を使用する場合は、その表をいったんJPEGなどの画像に変換して本文に組み込んでください。
　ページの印字部分の横幅全体にまたがる大きな図表・図版を使う必要がある場合は、その図表・図版をJPEGなどの画像に変換してページの上端または下端に組み込むことで、画像部分だけを1段組みにしていただいてかまいません。
3. 注（Notes）と引用文献（Works Cited）
　版下（完成稿）では、原則として脚注（footnotes）を用いますが、応募原稿の段階では文末注（endnotes）を用いていただいてかまいません。
 文末注の場合は本文の直後に注、その後に引用文献または参考文献のリストをお書きください。
　引用文献（Works Cited）または参考文献（References）の書式については、文学分野の論文の場合は MLA Handbookの最新版、英語学分野の論文の場合は The Linguistic Inquiry Style Sheet の最新版に従ってください。なお、引用文献または参考文献のリストにおいては、日本語の原稿であっても「、」「。」の代わりに半角の「,」「.」をお使いください。

引用文献
Modern Language Association of America. MLA Handbook. 9th ed., MLA, 2021.
� ご自分で脚注を作成する場合は、必ずワードの脚注作成機能をお使いください。また脚注には本文と同じフォントを用い、フォントサイズは脚注の文章には8.5ポイント、脚注内での脚注番号にはTimes New Romanの11ポイント（上付き）をご使用ください。





